
⼤阪メトロ アドエラ、フライウィールのマーケティングソリュー
ションを採⽤し、DOOH向けプログラマティック広告配信プラッ
トフォームを構築

Osaka Metro Groupの広告事業を担う株式会社⼤阪メトロ アドエラは、データおよび⼈⼯知能を活⽤したサービスソ

リューションを提供する、株式会社フライウィールのマーケティングソリューションを採⽤し、DOOH（Digital Out Of

Home：デジタル屋外広告）のプログラマティック広告配信を実現する「Osaka Metro DOOH Ads Platform」を2021年

度上半期中に提供開始します。

これまでOsaka Metro Groupの広告事業では、OOHのデジタル化、DOOHのオーディエンス推計のためのデータベース

整備、インプレッション計測に取り組んできましたが、⼤阪メトロ アドエラは、これらの取り組みを更に進化させるた

め、データドリブンなマーケティングを可能とするプログラマティック広告配信プラットフォーム「Osaka Metro DOO

H Ads Platform」の提供を開始します。

本システムを活⽤することで、広告主様は、①毎週更新されるオーディエンスデータに基づく広告配信のプランニング、

②柔軟な広告クリエイティブ配信、③ターゲットへのインプレッション数に対して発⽣するCPMベースでの広告出稿、

④配信レポートの⼊⼿が可能となります。

本取り組みにおけるシステム構築上の課題は、国内でも先⾏事例が限られている中で、推計されたオーディエンスデータ

を活⽤し、既存のデジタルサイネージにプログラマティック広告配信を実現すること、将来的なデジタル広告からの出稿

を⾒据えた拡張性を担保することにありました。 

今回連携したフライウィールは、データの整備から仕組み化、広告プラットフォームに必要なダッシュボードの構築等、

プログラマティックDOOHの⼀連のプロセスを実現するためのソリューションに実績があり、他社の広告システムとの

連携も視野に配信プラットフォームを進化させることができるパートナーだと考えています。

今後、デジタル広告からDOOHへの拡張が容易にできるようデジタル広告のDSPとも接続し、不確実な時代におけるキャ

ンペーン運⽤を柔軟にコントロールできるツールとして、従来からの予約型の広告販売を補完、強化することで、より多

くの広告主様への新たな価値提供を⽬指してまいります。
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◆フライウィールについて

フライウィール (本社:東京都千代⽥区、代表取締役:横⼭ 直⼈)は、「データを⼈々のエネルギーに」をミッションに、S

CM（サプライチェーンマネジメント）からマーケティングまで⼀気通貫したデータソリューションを提供し、リテール

業界を始めとした様々な産業の構造改⾰を⽀援しています。

https://www.flywheel.jp/

◆⼤阪メトロ アドエラについて

⼤阪メトロ アドエラ（本社:⼤阪府⼤阪市、代表取締役:⼤⽮ 雅⼠）は、Osaka Metro Group広告事業のDX（デジタルト

ランスフォーメーション）や新規メディア開発などの事業拡⼤を担っていくため、2021年4⽉に独⽴会社化した広告会

社です。

https://www.osakametro-adera.jp

＜お問い合わせ先＞

株式会社⼤阪メトロ アドエラ pDOOH担当

E-mail：pdooh@osakametro-adera.jp

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000077456.html

株式会社⼤阪メトロ アドエラのプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/77456
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